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世
界
に
誇
る
ブ
ラ
ン

ド
・「
聖
地
軽
井
沢
」が
、

注
目
さ
れ
、
憧
が
ら
れ
、

大
切
に
思
わ
れ
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
今
大
き
く
ゆ
れ

て
い
る
。

　

長
野
県
の
最
有
力
紙

「
信
濃
毎
日
新
聞
」
も
今

年
の
１
月
１
日
号
か
ら

「
シ
ョ
ー
の
見
た
夢
」
軽

井
沢
特
集
を
組
み
、
記
事

を
掲
載
し
続
け
て
い
る
。

地
元
も
「
国
際
景
観
会
議

２
０
０
８
」
を
開
催
す
る

な
ど
、
軽
井
沢
の
未
来
を

模
索
し
て
い
る
。

　

自
然
に
融
合
さ
せ
自
然

を
邪
魔
し
な
い
よ
う
に
ひ

っ
そ
り
と
遠
慮
が
ち
に
佇

む
質
素
な
別
荘
に
住
み
、

自
然
を
大
切
に
質
素
で
清

潔
で
健
康
的
な
生
活
と
、

樹
木
の
緑
や
紅
葉
・
草

花
・
苔
・
野
鳥
の
さ
え
ず

り
に
心
や
目
や
耳
を
す
ま

し
、テ
ニ
ス
や
ス
ケ
ー
ト
・

ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽
し
み
、

明
治
か
ら
の
西
洋
建
築
や

絵
や
文
化
を
味
わ
い
慈
し

ん
で
き
た
従
来
か
ら
の
別

荘
客
の
高
齢
化
。
使
用
さ

れ
な
い
別
荘
の
増
加
と
建

物
・
樹
木
の
荒
廃
。

　

周
囲
の
景
観
に
関
係
な

く
鉄
の
フ
ェ
ン
ス
で
囲

み
、
リ
ッ
チ
さ
を
際
立
た

せ
る
よ
う
な
新
し
い
豪
華

な
別
荘
オ
ー
ナ
ー
の
増
加
。

　

明
治
以
来
、
若
者
人
気

を
支
え
て
き
た
ス
ケ
ー
ト

と
テ
ニ
ス
ブ
ー
ム
が
去

り
、
こ
れ
ま
で
の
保
養
休

養
地
と
し
て
の
滞
在
客
と

は
全
く
異
質
な
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
目
当
て
だ
け
の
、
プ

リ
ン
ス
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
モ

ー
ル
へ
の
膨
大
な
入
り
込

み
客
。
そ
の
客
の
旧
軽
井

沢
へ
の
流
れ
込
み
。
自
然

と
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
の
両
方

を
目
的
に
来
る
観
光
客
の

増
大
に
よ
り
、
恩
恵
を
受

け
息
を
吹
き
返
し
た
旧
軽

井
沢
商
店
街
。

　

健
康
的
な
別
荘
生
活
と

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
や
飲
食
の

両
方
を
楽
し
む
新
し
い
別

荘
客
や
、従
来
の
高
齢
化
し

た
保
養
客
の
子
や
孫
。新
た

な
若
い
息
吹
が
吹
き
込
ま

れ
だ
し
た
半
面
、そ
れ
に
と

も
な
う
生
活
や
好
み
、楽
し

み
方
の
変
化
、車
の
渋
滞
。

日
帰
り
客
の
増
加
。

　

注
目
さ
れ
る
の
が
、
清

涼
な
空
気
や
緑
、
健
康
的

揺
ら
ぐ
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド

揺
ら
ぐ
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド

聖
地
・
軽
井
沢
21
世
紀
の

　

新
た
な
理
想
郷
を
模
索

聖
地
・
軽
井
沢
21
世
紀
の

　

新
た
な
理
想
郷
を
模
索

　

江
戸
時
代
ま
で
は
中
山

道
の
宿
場
町
。
明
治
16

年
、
鉄
道
王
・
雨
宮
啓
次

郎
が
雨
宮
新
田
開
発
に
着

手
。
明
治
17
年
碓
氷
振
動

の
開
通
で
、
宿
場
町
は
見

捨
て
ら
れ
た
よ
う
に
寂
れ

る
一
方
。

　

明
治
十
九
年
（
１
８
８

６
）
軽
井
沢
立
ち
寄
っ

た
、
英
領
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ

ン
ト
生
ま
れ
の
英
国
人
宣

教
師
Ａ
・
Ｃ
・
シ
ョ
ー
は
、

故
郷
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
や

ト
ロ
ン
ト
に
よ
く
似
た
、

清
涼
な
空
気
や
水
に
、
故

郷
を
偲
び
魅
せ
ら
れ
７
月

初
旬
に
家
族
と
と
も
に
再

び
軽
井
沢
を
訪
れ
、
と
り

あ
え
ず
高
林
董
平
の
居
宅

を
借
り
２
ヶ
月
間
の
避
暑

を
試
み
た
。

　

朝
夕
の
す
が
す
が
し
さ

と
日
中
の
さ
わ
や
か
な
涼

し
さ
、
南
東
の
季
節
風
が

碓
氷
の
坂
を
上
昇
す
る
時

に
生
ず
る
霧
を
見
て
、
故

郷
に
似
た
ま
っ
た
く
の
別

天
地
を
発
見
し
、
す
っ
か

り
気
に
入
っ
て
し
ま
う
。

シ
ョ
ー
と
相
前
後
し
軽
井

沢
に
き
た
、
東
京
帝
国
大

学
講
師
の
デ
ィ
ク
ソ
ン
も

佐
藤
万
平
所
有
の
家
を
借

り
、
共
に
２
ヶ
月
を
過
ご

す
。
二
人
は
東
京
で
軽
井

沢
を
宣
伝
し
、
翌
年
の
明

治
20
年
の
夏
に
は
友
人
十

数
人
を
連
れ
て
軽
井
沢
で

過
ご
す
。

　

２
人
は
軽
井
沢
に
別
荘

を
持
つ
こ
と
を
決
意
。
シ

ョ
ー
は
21
年
５
月
に
、
見

晴
ら
し
の
よ
い
大
塚
山
に

土
地
を
借
り
、
追
分
に
あ

っ
た
養
蚕
用
の
建
物
を
買

っ
て
移
築
し
別
荘
に
と
す

る
。
こ
れ
が
現
在
１
万
４

旅
篭
を
移
築
し
て
別
荘
を

構
え
た
。

　

翌
22
年
に
は
、東
京
帝

国
大
学
講
師
の
ノ
ッ
ト
、

青
山
学
院
大
学
教
師
ヴ
ェ

ー
ル
、頌
栄
女
学
校
講
師

ミ
ス
・
ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー

ら
が
別
荘
を
建
て
、ミ
ス
・

ア
レ
キ
サ
ン
ダ
ー
は
女
生

徒
20
名
を
連
れ
て
き
て
林

間
学
校
を
行
う
。こ
れ
が

林
間
学
校
の
草
分
け
。明

治
23
年
に
は
英
国
公
使
館

の
別
荘
が
建
て
ら
れ
外
人

避
暑
客
が
30
数
名
と
な
る
。

　

明
治
26
年
に
は
碓
氷
ア

ブ
ト
式
鉄
道
横
川
軽
井
沢

間
が
開
通
し
、
直
江
津
―

軽
井
沢
―
横
川
―
上
野
間

が
全
通
。
８
月
に
は
福
井

県
代
議
士
・
海
軍
大
佐
八

田
裕
次
郎
が
日
本
人
第
１

号
の
別
荘
を
建
設
。
雨
宮

新
田
で
外
人
避
暑
客
の
指

導
で
か
ん
ら
ん
（
キ
ャ
ベ

ツ
）
が
初
め
て
栽
培
さ

れ
、
袖
山
万
蔵
（
山
屋
） 

が
外
人
か
ら
教
わ
り
初
め

て
パ
ン
を
焼
く
。

　

明
治
27
年
養
蚕
籠
に
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
第
１
号
が
出

来
る
、
こ
れ
が
軽
井
沢
テ

ニ
ス
史
の
始
ま
り
。

　

明
治
29
年
、外
国
人
は

「
避
暑
人
会
」を
組
織
。外

国
人
軽
井
沢
村
が
出
来
、

「
飲
む（
酒
）、
打
つ（
博

打
）、買
う（
売
春
）禁
止
」

の
軽
井
沢
憲
法
を
決
め
、

こ
こ
に
質
素
で
清
ら
か
で

清
潔
で
、夜
静
か
な
今
日

の
軽
井
沢
の
基
礎
が
出
来

る
。

　

明
治
32
年
、鹿
島
組（
現

鹿
島
建
設
）、
貸
し
別
荘

６
戸
建
設
。

　

群
馬
県
下
仁
田
の
神
津

牧
場
で
軽
井
沢
別
荘
族
向

け
、バ
タ
ー
牛
乳
ク
リ
ー
ム

の
製
造
が
始
ま
る
。明
治
37

年
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し

た
佐
藤
万
平
は
、桜
の
沢
に

本
格
的
西
洋
ホ
テ
ル『
万
平

ホ
テ
ル
』を
建
て
る
。

　

明
治
39
年
、
三
笠
ホ
テ

ル
営
業
開
始
、
明
治
40

年
、
初
の
ス
ケ
ー
ト
リ
ン

ク
開
設
、
軽
井
沢
の
ス
ケ

ー
ト
史
始
ま
る
。
明
治
44

年
、木
造
２
階
建
て
洋
館
・

軽
井
沢
郵
便
局
開
業
。
避

暑
客
宿
泊
者
数
・
外
国
人

６
５
９
７
人
、
日
本
人
５

４
０
６
２
人
、
延
べ
12
万

１
６
４
４
人
、
外
人
別
荘

１
３
５
戸
・
日
本
人
別
荘

40
戸
と
な
る
。

０
０
０
戸
以
上
あ
る
別
荘

の
第
１
号
と
な
る
。
こ
の

年
、
デ
ィ
ク
ソ
ン
も
佐
藤

万
平
の
敷
地
内
に
宿
場
の

外
国
人
宣
教
師
、外
交
官

文
人
ら
が
基
礎
を
築
く

軽
井
沢
の
歴
史

東
京
が
通
勤
・
通
学
圏
内
に

な
り
、定
住
人
口
が
増
加

昔
か
ら
の
避
暑
保
養
客
と

21
世
紀
型
の
新
し
い
客
が
混
在

明治21年に別荘第1号

永久に変わらぬ軽井沢の宝
活
火
山・浅
間
山
の
雄
姿
と
た
な
び
く
煙
。清
涼
な
空
気
と
水
。緑
の
樹
木・苔
を
主
人
公
に
、健
康
的
で
す
が
す
が
し
く

心
地
よ
い
春
〜
初
秋
の
気
候
。清
潔
で
静
か
な
夜
。大
金
持
ち
で
も
、名
士
で
も
暗
黙
の
約
束
事
の
よ
う
に
、緑
の
中
に

融
け
込
み
、目
立
た
ず
、は
に
か
む
よ
う
に
ひ
っ
そ
り
佇
む
質
素
な
別
荘
や
、教
会・ホ
テ
ル・テ
ニ
ス
コ
ー
ト
。多
少
不

便
で
も
、そ
の
不
便
さ
を
楽
し
み
プ
ラ
イ
ド
と
す
る
。質
素
で
、清
潔
で
心
癒
さ
れ
る
気
候
風
土
。異
な
る
宗
教
が
互
い

に
尊
重
し
あ
い
な
が
ら
同
居
し
、外
国
人
も
抵
抗
な
く
入
っ
て
い
け
る
町
の
雰
囲
気
。時
代
に
よ
り
、ど
ん
な
に
軽
井
沢

の
使
命
、町
の
姿
が
変
わ
っ
て
い
こ
う
と
も
永
遠
に
変
わ
る
こ
と
な
く
守
り
ぬ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
軽
井
沢
の
宝
。

明治39年に開業した旧三笠ホテル（重要文化財）

煙たなびく活火山・浅間山

清涼な空気と水と緑（二手橋から）

緑にとけ込むようにひっそりと佇む別荘

明 治

な
生
活
を
求
め
る
50
代
後

半
を
中
心
と
し
た
軽
井
沢

へ
の
転
入
者
や
、
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
を
中
心
に
雇
用
の

増
加
で
東
京
な
ど
か
ら
の

若
い
転
居
者
の
増
加
。
東

京
な
ど
へ
の
通
勤
・
通
学

住
民
の
増
大
。

　

軽
井
沢
は
ど
う
変
化
し

て
い
く
の
か
。
ど
う
進
化

し
て
い
く
こ
と
が
21
世
紀

の
世
界
の
ブ
ラ
ン
ド
・
聖

地
軽
井
沢
と
し
て
生
き
残

り
、
日
本
の
誇
り
と
し
て

の
地
位
を
維
持
し
つ
づ
け

ら
れ
る
の
か
を
考
え
て
み

た
い
。


